
状
況
下
で
、
諸
言
説

皇
室
内
か
ら
政
治
、

し
た
。
外
交
問
題
の

を
し
、
日
露
両
国
の

つ
ま
り
明
治
二
九
年

中
に
は
、
両
国
間
の

最
初
か
ら
開
戦
が
前

は
じ

日
本
が
日
清
戦
争

な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

民
の
間
に
呼
び
起
こ

「
対
露
」
と
い
う
方
向

飛
行

は
仮
想
敵
国
と
し
て
ロ
シ
ア
を
形
作
っ

文
化
に
至
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
に
関
す
る

先
行
き
、
あ
る
い
は
海
軍
を
中
心
と
し

将
来
像
を
描
く
書
物
が
続
々
と
登
場
し

か
ら
日
露
開
戦
直
前
ま
で
の
約
八
年
間

関
係
が
戦
争
と
い
う
形
に
発
展
す
る
と

提
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
）
し
た

め
に

の
結
果
手
に
入
れ
た
山
東
半
島
で
の
権

三
国
干
渉
は
、「
臥
薪
嘗
胆
」
と
い
う

し
た
。
こ
の
後
、
日
本
の
外
交
・
軍
事

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
〈
未
来

の
日
露
戦

｜
｜
東
海
散
士
『
日
露

戦
争
羽
川
六

て
い
き
、
ロ
シ
ア

情
報
の
量
は
増
大

た
軍
事
力
の
比
較

た
の
も
こ
の
時
期
、

で
あ
っ
た
。
そ
の

予
測
（
も
っ
と
も
、

も
の
も
少
な
く
な

と
し
て
飛
行

が
挿
入
さ
れ

戦
場
上
空
を

力
に
よ
っ
て

ら
れ
て
い
る

の
テ
ク
ス
ト

像
力
と
は
ど

益
を
失
う
こ
と
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
国

的
関
心
は
急
速
に

ま
た
そ
の
よ
う
な

か
っ
た
。
日

る
こ
と
も
あ

自
由
民
権

明
治
三
六
年

館
／
以
下
、

た
小
説
の
一

争郎
』
を
中
心
に
｜
｜

機
が
登
場
し
、
ロ
シ
ア
軍
に
損
害
を
与

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
説
中
の
〈
未

飛
行
機
が
駆
け
巡
る
時
、
夢
の
乗
り
物

描
か
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、『
羽
川
六

の
分
析
か
ら
、〈
未
来

の
戦
争
を
描

の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
る
。
ま
た
そ

露
戦
争
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
時

っ
た
。

運
動
華
や
か
な
り
し
頃
、
政
治
小
説
で

に
著
し
た
『
日
露

戦
争
羽
川
六
郎
』（
明
治
三

『
羽
川
六
郎
』）
も
、
そ
う
い
っ
た
〈
未

つ
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
最
大
の
特
徴 三

熊

谷

え
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

来

の
日
露
戦
争
、
そ
の

は
一
体
ど
の
よ
う
な
想
像

ど
の
よ
う
な
欲
望
が
込
め

郎
』
を
中
心
と
し
た
数
種

く
こ
と
を
可
能
に
す
る
想

こ
か
ら
、
小
説
と
い
う
文

に
小
説
と
い
う
形
式
を
と

名
を
は
せ
た
東
海
散
士
が

六
年
一
一
月
三
日
／
有
朋

来

の
日
露
戦
争
を
描
い

は
、
日
本
軍
の
最
新
兵
器

七
六

昭

宏



「
日
露
戦

い
く
も
の
で
あ
る
。

い
る
が
、
こ
の
種
の

が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
「
未
来

的
テ
ク
ス
ト
で
あ
り

不
二
山
人
『
壮
絶

快
絶
日
露

館
雑
誌
部
）、
水
上
梅

警
醒
社
書
店
）、
そ
し

で
『
日
露
海
軍
の
将

を
比
較
し
、
結
論
と

説
く
と
い
う
も
の
で

ず
れ
も
戦
争
と
い
う

い
。

一
、

明
治
三
七
年
二
月

か
ら
描
い
て
み
せ
た

刊
行
さ
れ
た
も
の
の

月
訳
『
東
洋
之

大
波
乱
日
露
戦

学
ジ
ャ
ン
ル
と
〈
未

争
と
近
代
の
記
憶
」

こ
こ
に
あ
げ
た
例
で
も
一
部
の
タ
イ
ト

テ
ク
ス
ト
は
、
日
露
戦
争
「
未
来
記
」

記
」
は
、
作
者
を
聖
徳
太
子
に
仮
託
し

、
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ツ
を
考
慮
す
れ
ば

戦
争
未
来
記
』（
明
治
三
三
年
一
一
月

彦
『
日
露
海
軍
の
将
来
』（
明
治
三
四

て
東
海
散
士
の
『
羽
川
六
郎
』
な
ど

来
』
は
、
各
種
デ
ー
タ
を
も
と
に
日
露

し
て
日
本
に
お
け
る
海
防
強
化
と
海
軍

あ
り
、
特
に
物
語
性
は
見
出
せ
な
い
。

大
き
な
物
語
を
軸
と
し
て
、
日
露
の

日
露
戦
争
「
未
来
記
」
と
し
て
の

の
開
戦
以
前
に
、
日
露
両
国
間
の
将
来

テ
ク
ス
ト
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る

う
ち
、
ほ
ん
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
モ

争
未
来
記
』（
明
治
三
一
年
九
月
二
五

来

と
の
関
係
を
考
察
す
る
足
が
か
り

ル
に
用
い
ら
れ
て

と
総
称
す
る
こ
と

た
一
種
の
終
末
論

、
決
し
て
近
代
の

体
の
一
つ
の

ま
で
の
日
露

を
占
め
て
い

及
日
露
協
商

章
題
が
並
ん

一
日
／
大
阪
法
令

年
六
月
二
八
日
／

で
あ
る
。
こ
の
中

両
国
の
海
軍
の
力

増
強
の
必
要
性
を

そ
の
ほ
か
は
、
い

〈
未
来

を
語
っ
て

で
あ
る
が
、

れ
た
人
物
は

危
険
を
顧
み

場
す
る
。

『
羽
川
六
郎

戦
の
日
に
近

る
羽
川
六
郎

『
羽
川
六
郎
』

を
軍
事
的
な
側
面

。
単
行
本
と
し
て

リ
ス
著

大
町
桂

日
／
博
文
館
）、

だ
、
末
広
鉄

吉
）
に
代
表

こ
れ
ら
は
も

来

を
語
る

て
い
る
。
で

テ
ク
ス
ト
群

に
あ
げ
た
「

を
見
出
し
て
み
た

産
物
で
は
な

三

核
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

両
国
の
外
交
を
中
心
と
し
た
戦
争
前
史

る
。
例
え
ば
目
次
を
眺
め
る
と
、「

」「
北
清
事
件
」「
英
国
の
威
海
衛
占
領

で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
小

こ
こ
に
は
物
語
全
体
を
通
し
て
活
躍
す

登
場
し
な
い
。『
壮
絶

快
絶
日
露
戦
争
未
来
記

ず
に
諜
報
活
動
を
行
い
、
軍
に
情
報
を

』
は
一
連
の
「
未
来
記
」
の
中
で
も

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

は
主
要
な
登
場
人
物
で
あ
り
、
彼
が
語

腸
『
二
十
三
年
未
来
記
』（
明
治
一
九

さ
れ
る
、
政
治
小
説
風
の
二
十
三
年

ち
ろ
ん
国
会
開
設
後
の
日
本
の
政
治

も
の
で
あ
る
が
、
国
会
が
開
設
さ
れ
る

は
、
三
国
干
渉
後
の
日
露
戦
争
「
未
来

の
中
の
〈
未
来

は
、
ど
の
よ
う
に
語

未
来
記
」
を
み
て
み
た
い
。
ま
ず
『
東大

い
。
た
だ
明
治
に
な
る
と
、
明
治
二
三

七
七

「
未
来
記
」
の
場
合
、
開
戦

の
語
り
が
全
体
の
過
半
数

東
還
附
論
」「
朝
鮮
の
形
勢

」「
日
英
同
盟
」
と
い
う

説
が
三
国
干
渉
か
ら
日
英

る
、
具
体
的
に
名
づ
け
ら

』
に
は
、
ロ
シ
ア
領
内
で

提
供
す
る
桜
木
大
尉
が
登

、
か
な
り
〈
現
実

の
開

タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る
自
身
の
来
歴
が
物
語
全

年
六
月
三
〇
日
／
赤
沢
政

「
未
来
記
」
が
流
行
す
る
。

・
社
会
状
況
と
い
う
〈
未

頃
に
は
ブ
ー
ム
は
終
わ
っ

記
」
ブ
ー
ム
を
形
成
し
た

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先

洋
之

波
乱
日
露
戦
争
未
来
記
』

年
の
国
会
開
設
を
に
ら
ん



半
島
に
お
け
る
政
治

の
物
語
の
大
ま
か
な

の
中
に
、
上
条
父
子

ら
戦
中
に
多
く
見
ら

に
よ
り
受
け
た
「
御

種
デ
ー
タ
を
引
用
し

る
点
で
は
、
開
戦
ま

三
一
〇
頁
）
が
費
や

で
は
、
お
そ
ら
く

ま
り
日
露
間
の
戦
争

シ
ア
軍
の
猛
攻
に
苦

器
飛
行
機
の
効
果
、

て
戦
勝
国
と
な
り
、

る
利
権
や
賠
償
金
の

飛
行
と

同
盟
締
結
と
い
う
、

語
る
こ
と
の
で
き
る

わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ

祖
父
と
父
親
か
ら
受

ど
が
重
ね
ら
れ
る
わ

と
い
う
段
階
に
至
る

的
・
経
済
的
影
響
力
を
強
化
す
る
、
と

流
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
郎
に
注
目
す

に
よ
る
ロ
シ
ア
側
へ
の
情
報
提
供
の
発

れ
る
い
わ
ゆ
る
「
露
探
」
の
物
語
）、

親
電
」
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
差
し
挟

て
戦
争
前
史
を
語
り
、
ロ
シ
ア
を
敵
国

で
の
部
分
は
〈
未
来
記

と
い
う
よ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

読
者
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
は

状
態
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
。

し
み
つ
つ
も
、
六
郎
の
諜
報
活
動
と
彼

さ
ら
に
は
金
鉱
の
発
見
に
よ
り
、
旅
順

西
洋
列
強
の
立
会
い
の
も
と
、
樺
太
領

獲
得
な
ど
を
講
和
会
議
で
承
認
さ
れ
る

〈
未
来

の
日
露
戦
争

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
結
果
的
に
日
露
戦

出
来
事
を
、
積
極
的
に
物
語
に
組
み
込

の
日
露
戦
争
前
史
に
、
主
人
公
羽
川
六

け
継
ぐ
ロ
シ
ア
へ
の
私
怨
、
飛
行
機
発

け
だ
が
、「
宣
戦
の
詔
勅
は
発
布
せ
ら

ま
で
に
、
実
に
全
体
の
四
分
の
三
（
本

い
う
の
が
開
戦
後

れ
ば
、
こ
の
流
れ

覚
（
日
露
戦
前
か

飛
行
機
発
明
の
功

ま
れ
て
い
る
。
各

と
し
て
意
味
付
け

り
も
、〈
現
実

の

が
与
え
ら
れ

こ
れ
を
金
鉱

シ
ア
海
軍
の

は
死
傷
者
百

た
る
所
あ
り

来
』
等
で
論

と
い
う
否
定

ず
の
〈
未
来
、
つ

日
本
は
各
地
で
ロ

が
発
明
し
た
新
兵

や
奉
天
を
占
領
し

有
、
満
州
に
お
け

。
そ
し
て
、
朝
鮮

六
郎
』
に
特

ロ
シ
ア
海
軍

後
の
財
政
は

段
階
か
ら
不

の
発
行
に
よ

の
段
階
で
〈

と
す
れ
ば
、

争
の
前
史
と
し
て

ん
で
い
る
こ
と
が

郎
の
生
い
立
ち
、

明
ま
で
の
苦
難
な

れ
」
て
い
ざ
開
戦

文
全
四
〇
五
頁
中

日
露
外
交
史

戦
前
後
か
ら

等
に
差
異
が

的
な
日
露
戦

で
き
よ
う
。

一
方
、
同

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る

発
見
と
い
う
〈
未
来

を
語
る
こ
と
で

本
州
攻
撃
で
は
、
富
山
・
石
川
の
二
県

余
名
、
家
屋
の
焼
失
千
余
戸
、
電
信
線

」
と
い
う
被
害
状
況
が
語
ら
れ
る
。

じ
ら
れ
て
い
た
海
防
問
題
に
つ
い
て
の

的
な
形
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理

徴
的
な
〈
未
来

は
、
金
鉱
の
発
見
に

の
本
州
攻
撃
、
六
郎
に
よ
る
飛
行
機
の

、
小
説
に
限
ら
ず
政
府
周
辺
や
識
者
に

安
な
〈
未
来

で
あ
っ
た
。
実
際
、
日

っ
て
な
ん
と
か
戦
費
を
確
保
し
て
い
る

現
実

に
横
た
わ
る
諸
問
題
を
踏
ま
え

戦
費
の
確
保
と
い
う
障
害
に
つ
い
て
、 三

を
モ
デ
ル
と
し
た
政
治
小
説
で
あ
る
と

戦
勝
に
至
る
部
分
は
、
日
本
軍
の
苦
戦

あ
る
も
の
の
、『
壮
絶
快
絶
日
露
戦
争
未
来
記

争
「
未
来
記
」
と
同
じ
大
団
円
を
用
意

じ
よ
う
に
戦
勝
を
語
る
「
未
来
記
」
群

。『
羽
川
六
郎
』
で
は
、

解
決
し
て
い
る
の
だ
。
ロ

が
砲
撃
さ
れ
、「
其
損
害

を
切
断
し
鉄
道
を
破
壊
し

こ
れ
は
『
日
露
海
軍
の
将

〈
未
来

が
、
本
州
攻
撃

解
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
つ

よ
る
戦
時
財
政
の
維
持
と

発
明
で
あ
る
。
日
露
開
戦

と
っ
て
は
、
か
な
り
早
い

本
は
米
英
に
対
す
る
外
債

。
従
っ
て
、
明
治
三
六
年

て
「
未
来
記
」
を
書
こ
う

何
ら
か
の
解
決
〈
未
来

七
八

も
い
え
る
。
そ
し
て
、
開

の
度
合
い
や
講
和
の
条
件

』
な
ど
の
先
行
す
る
一
般

し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

の
中
に
あ
っ
て
、『
羽
川



「
日
露
戦

か
、
と
い
っ
た
当
時

せ
の
一
つ
で
あ
る
。

提
示
す
る
こ
と
に
な

に
は
、
日
露
戦
争
「

い
る
と
考
え
ら
れ
る

「
廿
世
紀
の
新
発
明
に

砲
爆
裂
弾
速
射
砲
駆

る
策
戦
計
画
に
よ
り

実
戦
で
の
登
場
が
語

付
飛
行
機
の
実
用
化

『
羽
川
六
郎
』
に
お
い

の
大
き
な
枠
組
み
自

め
た
日
露
関
係
を
め

完
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、
他
の

難
し
い
の
が
、
飛
行

闘
で
も
使
用
さ
れ
日

来

の
戦
闘
風
景
の

と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
〈
未
来

像
に
つ

争
と
近
代
の
記
憶
」

想
定
可
能
だ
っ
た
い
く
つ
か
の
〈
未
来

確
か
に
夢
の
兵
器
を
描
く
こ
と
も
一
つ

る
だ
ろ
う
が
、
六
郎
が
中
心
と
な
る
飛

未
来
記
」
が
果
た
す
、
も
う
少
し
別
の

。
係
る
軍
器
は
、
遠
慮
な
く
試
験
を
交

逐
艦
水
雷
艇
の
長
処
短
処
は
、
常
に
研

て
、
遺
憾
な
く
使
用
応
答
せ
ら
れ
た
り

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
飛
行
機
に
関
し

は
『
羽
川
六
郎
』
刊
行
時
に
は
ま
だ
夢

て
、
日
本
の
勝
利
に
終
わ
る
ま
で
の

体
は
、
開
戦
か
非
戦
か
、
陸
戦
か
海
戦

ぐ
る
同
時
代
の
諸
言
説
と
の
関
係
か
ら

か
を
比
較
的
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
が

一
般
的
な
日
露
戦
争
「
未
来
記
」
か
ら

機
の
発
明
で
あ
る
。
当
時
ロ
シ
ア
が
保

本
軍
を
苦
し
め
た
機
関
銃
等
の
新
兵

中
に
描
く
と
い
う
こ
と
は
、「
未
来
記

だ
ろ
う
。『
羽
川
六
郎
』
で
も
、「
大

い
て
は
、
特
徴
的
と
は
い
え
、
他
の

像
の
組
み
合
わ

の
〈
未
来

像
を

行
機
発
明
の
物
語

機
能
が
隠
さ
れ
て

先
駆
け
て
発

『
羽
川
六
郎
』

物
語
群
と
ど

ま
ず
、
六

み
た
い
。
最

換
せ
ら
れ
て
、
重

究
精
査
せ
ら
れ
た

」
と
、
新
兵
器
の

て
い
え
ば
、
動
力

の
話
な
の
で
あ
る
。

戦
争
を
語
る
物
語

か
、
勝
利
か
敗
北

染
み
の
パ
タ

る
押
川
春
浪

月
二
三
日
／

江
見
水
蔭
『

明
治
三
五

し
て
世
に
出

日
新
聞
」
／

、
そ
れ
が
何
を
補

で
き
る
。

類
推
す
る
こ
と
が

有
し
、
実
際
の
戦

器
の
脅
威
を
、〈
未

」
の
一
つ
の
機
能

海
戦
」
の
章
で
、

予
備
門
か

よ
り
数
学
を

た
し
て
研
究

後
に
成
功
し

人
間
が
空

鮮
な
も
の
で

「
未
来
記
」
群
を
含

三

明
し
た
飛
行
船
で
、
戦
地
上
空
を
駆
け

に
お
け
る
飛
行
機
発
明
の
エ
ピ
ソ
ー

の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
だ
ろ

郎
の
発
明
し
た
飛
行
機
が
ど
の
よ
う
に

初
の
飛
行
実
験
に
失
敗
し
た
六
郎
は
、

ー
ン
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
翻
訳
以
外

『
日
欧

競
争
空
中
大
飛
行
艇
』（
世
界
怪
奇
譚

大
学
館
）
や
、
飛
行
機
な
ら
ぬ
「
飛
行

空
中
飛
行
器
』
前
後
編
（
前
編

明
治

年
三
月
二
五
日
／
青
木
嵩
山
堂
）
な
ど

て
い
る
。
ま
た
、
萩
園
（
渡
辺
霞
亭
）

明
治
三
七
年
一
月
一
日

二
月
一
一
日

二
、
日
露
戦
争
と
飛
行
の
想
像
力

ら
大
学
に
進
学
し
た
六
郎
は
病
気
の
た

好
み
、
機
械
学
を
研
究
す
る
の
意
切
」

を
続
け
る
。
そ
の
後
、
一
度
は
飛
行
実

、
そ
の
発
明
品
で
大
き
な
戦
功
を
あ
げ

を
飛
ぶ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
自
体
は
同
時

は
な
く
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
空

七
九

巡
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ド
は
、
こ
れ
ら
の
飛
行
機

う
か
。

描
か
れ
て
い
る
か
を
見
て

開
戦
後
に
「
一
種
の
元
動

で
も
、
飛
行
船
の
登
場
す

第
三
編
／
明
治
三
五
年
三

器
」
発
明
の
物
語
で
あ
る

三
五
年
二
月
八
日
、
後
編

が
『
羽
川
六
郎
』
に
先
行

「
日
露
戦
争
」（「
大
阪
朝

）
も
、
主
人
公
が
世
界
に

め
に
中
退
す
る
が
、「
幼

で
あ
り
、
英
国
留
学
を
果

験
に
失
敗
す
る
も
、
開
戦

る
。

代
文
学
に
お
い
て
特
に
新

想
小
説
の
翻
訳
等
で
お
馴



読
者
に
与
え
ら
れ
た

べ
き
」
と
さ
れ
た
実

記
事
の
引
用
と
い
う

羽
川
某
の
発
明

る
一
種
の
尖
熱

た
し
、
恰
も
衣

あ
り
、
両
足
に

其
上
騰
を
止
め

強
か
り
し
が
、

と
も
な
く
駛
走

こ
の
時
六
郎
は
、

う
実
験
も
成
功
さ
せ

て
は
飛
行
機
の
外
観

が
、
こ
の
羽
川
式
飛

飛
行
と

力
を
発
明
し
」
て
自

の
将
校
、
政
府
要
路

功
を
収
め
る
。
そ
の

れ
る
。徐

に
身
を
機
器

上
昇
し
、
凡
そ

機
体
に
関
す
る
唯
一
の
情
報
は
、「
厳

験
の
成
功
を
す
っ
ぱ
抜
い
た
「
上
海
の

形
で
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

せ
し
と
い
ふ
空
中
飛
行
機
否
飛
行
翼
は

と
重
力
と
の
関
係
を
利
用
し
、
一
種
の

服
の
如
く
身
躰
に
密
着
せ
し
め
、
鳥
翼

て
連
続
し
た
る
活
車
を
踏
み
、
遅
速
上

、
そ
れ
よ
り
西
北
に
進
行
を
始
め
た
り

我
が
飛
行
機
は
、
こ
れ
に
逆
ふ
て
更
に

せ
り
。

地
上
の
目
標
物
に
空
き
瓶
を
投
下
し
て

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
験
が
語
ら
れ

や
構
造
に
つ
い
て
の
情
報
を
期
待
す
る

行
機
そ
の
も
の
の
描
写
は
、
余
り
に
も

〈
未
来

の
日
露
戦
争

信
を
強
め
、
遂
に
「
○
○
○
殿
下
を
始

の
高
官
等
三
十
余
人
」
の
見
守
る
秘
密

様
子
は
、「
予
」
六
郎
自
身
に
よ
っ
て

に
投
じ
て
、
元
動
力
を
発
動
せ
し
め
、

五
分
間
に
し
て
高
さ
三
百
米
突
に
達
し

重
の
秘
密
を
保
つ

一
外
字
新
聞
」
の

、
電
気
よ
り
生
ず

金
属
に
軽
気
を
充

の
如
き
薄
き
器
械

下
の
運
動
を
補
助

で
は
、
や

た
ら
し
た
の

る
、
上
空
か

て
み
た
い
。

の
ロ
シ
ア
軍

昇
る
こ

向
ひ
た

。
時
に
北
風
最
も

障
碍
せ
ら
る
ゝ
こ

命
中
さ
せ
る
と
い

る
と
、
読
者
と
し

だ
ろ
う
。
と
こ
ろ

少
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
回
目
の

の
結
果
は
、

行
機
自
体
に

よ
る
「
飛
行

こ
と
が
で
き

に
あ
っ
て
、

だ
。

め
奉
り
、
陸
海
軍

の
実
験
で
、
大
成

次
の
よ
う
に
語
ら

一
人
に
て
徐
々
に

た
り
。
即
ち
此
に

す
る
も

簡
略
に
概

如
く
身
躰
に

よ
う
な
操
縦

程
に
し
て
も

創
造
も
、
漸

や
曖
昧
な
〈
未
来

と
し
て
示
さ
れ
な

か
。
飛
行
機
に
乗
り
込
む
こ
と
で
人
類

ら
地
上
へ
と
向
か
う
ま
な
ざ
し
の
描
か

例
え
ば
、
六
郎
が
始
め
て
実
際
の
戦
闘

を
攻
撃
す
る
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
語

と
凡
そ
三
百
米
突
、
金
州
半
島
は
眼
下

る
に
、
此
時
は
我
軍
及
び
敵
軍
に
は
、

実
験
が
失
敗
し
た
原
因
に
つ
い
て
も
、

機
関
要
部
の
破
綻
を
生
じ
」
と
し
か
語

関
す
る
情
報
量
の
決
定
的
な
少
な
さ
は

器
」
発
明
を
物
語
の
軸
と
し
た
『
空
中

る
。
明
確
な
輪
郭
を
与
え
ら
れ
る
〈
未

飛
行
機
は
か
な
り
曖
昧
な
〈
未
来

と 三

の
ゝ
如
し
。

要
が
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
後
飛

密
着
」
し
た
機
体
や
、「
両
足
に
て
連

の
様
子
は
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
実

、「
一
意
或
機
器
の
創
造
に
従
事
し
」

く
成
功
の
緒
を
得
て
」
と
い
っ
た
説
明

が
ら
、
飛
行
機
は
何
を
も

が
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な

れ
方
を
手
が
か
り
に
考
え

で
飛
行
機
を
用
い
て
旅
順

ら
れ
て
い
る
。

に
在
り
。（
略
）
旅
順
に

飛
行
機
の
飛
行
を
認
め
た

た
だ
「
不
完
全
な
る
材
料

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
飛

、
同
じ
よ
う
に
主
人
公
に

飛
行
器
』
で
も
指
摘
す
る

来

の
戦
争
の
物
語
の
中

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の

八
〇

行
時
の
描
写
で
「
衣
服
の

続
し
た
る
活
車
を
踏
」
む

験
成
功
に
至
る
ま
で
の
過

「
多
年
研
究
せ
る
或
機
械
の

が
な
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。



「
日
露
戦

て
大
海
原
の
上
空
で

を
経
験
す
る
人
間
が

実
が
、
大
き
な
原
因

不
正
確
で
あ
っ
て
も

か
れ
て
も
よ
か
っ
た

り
」「
宛
然
蟻
の
行
列

い
る
。

た
だ
、
こ
の
ま
な

で
あ
る
こ
と
に
は
注

の
行
列
」
の
よ
う
な

前
の
雲
の
様
子
に
は

う
で
あ
る
。
も
ち
ろ

づ
砲
台
を
破
ら

下
し
た
り
、
如

る
の
遑
な
く
、

（
略
）
本
営
の
四

然
蟻
の
行
列
を

先
に
指
摘
し
て
お

ど
見
ら
れ
な
い
。
俯

る
者
あ
り
し
が

争
と
近
代
の
記
憶
」

水
平
線
を
眺
め
た
り
、
雲
の
中
を
突
っ

存
在
せ
ず
、
正
確
な
描
写
が
不
可
能
で

の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

、
そ
の
よ
う
な
光
景
が
想
像
さ
れ
、
な

は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
六
郎
は
旅
順

を
見
る
が
如
く
な
り
き
」
と
い
う
よ

ざ
し
が
ほ
と
ん
ど
地
上
に
対
し
て
の
み

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
郎
は
慌

ロ
シ
ア
兵
た
ち
の
様
子
は
語
っ
て
い
る

全
く
言
及
せ
ず
、
そ
れ
ら
は
ま
る
で
眼

ん
、
こ
れ
は
明
治
三
六
年
一
二
月
当
時

ん
と
欲
し
、
試
み
に
左
方
の
中
央
に
一

何
な
る
所
に
や
抵
触
し
け
ん
、
双
眼
鏡

塵
煙
砲
台
を
包
み
て
軈
て
爆
然
電
の
如

辺
は
、
騎
馬
の
出
入
絡
繹
と
し
て
絶

見
る
が
如
く
な
り
き
。

い
た
よ
う
に
、
機
体
や
操
縦
風
景
に
つ

瞰
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
は
、「
金
州

如
く
、
各
所
に
群
集
し
て
頻
り
に
仰

切
る
と
い
う
状
況

あ
っ
た
と
い
う
事

し
か
し
、
た
と
え

ん
ら
か
の
形
で
描

上
空
に
至
る
ま
で

す
る
た
め
の

六
郎
の
フ
ラ

と
「
図
」
を

空
か
ら
の
爆

価
で
あ
ろ
う

う
に
表
現
さ
れ
て

向
け
ら
れ
た
も
の

て
ふ
た
め
く
「
蟻

が
、
水
平
線
や
眼

中
に
な
い
か
の
よ

、
飛
行
機
に
乗
っ

戦
果
が
、
新

強
国
ロ
シ

に
地
図
上
の

う
じ
て
可
能

し
か
も
自
由

に
続
く
形
で

図
は
、
日
本

箇
の
爆
裂
弾
を
投

を
把
り
て
下
瞰
す

き
響
き
を
聞
け
り
。

え
ざ
る
こ
と
、
宛

い
て
の
描
写
は
殆

半
島
は
眼
下
に
在

わ
ず
か
に
眼

こ
こ
で
欲
望

込
ん
だ
飛
行

の
変
化
を
語

て
戦
争
を
描

れ
も
〈
未
来

イ
ン
は
と
も

視
せ
り
。（
略
）
先

「
西
行
す
る
こ

三

資
料
と
し
て
小
説
に
添
え
ら
れ
た
も
の

イ
ト
は
ま
さ
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
う

よ
り
等
倍
に
近
い
形
で
眼
下
に
と
ら
え

撃
は
、
微
分
化
さ
れ
た
地
図
上
に
し
る

。〈
未
来

の
戦
果
を
想
像
す
る
欲
望

た
に
欲
望
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
わ
け
で
あ

ア
と
戦
う
〈
未
来

の
戦
争
を
想
像
す

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ロ
ー
プ
で

い

に
し
て
い
た
、
敵
を
見
下
ろ
す
ま
な
ざ

自
在
な
も
の
と
し
て
描
き
出
し
た
。『

「
東
亜
略
図
」
と
題
さ
れ
た
地
図
が
添

を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
と
当
時
の
ロ
シ
ア

下
に
「
金
州
半
島
」
の
存
在
を
認
め
た

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、
六
郎

機
に
よ
っ
て
地
上
に
様
々
な
変
化
を
与

る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

い
た
『
羽
川
六
郎
』
の
場
合
、
そ
の
地

の
戦
果
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き

か
く
、
空
か
ら
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ

と
半
時
間
」
と
い
う
フ
ラ
イ
ト
を
行

八
一

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
の
旅
順
周
辺
の
「
地
」

る
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、

し
づ
け
を
す
る
こ
と
と
等

は
、
世
界
を
眼
下
の
生
き

る
。

る
力
は
、
そ
れ
ま
で
は
単

だ
偵
察
用
の
気
球
が
か
ろ

し
を
、
小
説
に
お
い
て
、

羽
川
六
郎
』
に
は
、
序
文

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

領
と
の
位
置
関
係
を
把
握

こ
と
を
語
る
の
み
で
あ
る
。

の
欲
望
は
、
自
身
の
乗
り

え
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
そ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

上
の
変
化
は
、
戦
果
、
そ

る
。
兵
器
の
動
力
や
デ
ザ

て
得
ら
れ
る
〈
未
来

の

っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、



と
は
言
う
ま
で
も
な

は
ど
の
よ
う
な
場
合

そ
れ
ほ
ど
明
確
に
語

に
、「
予
が
従
来
研
究

考
え
る
よ
う
に
な
る

た
一
機
の
飛
行
機
が

ま
で
に
み
て
き
た
通

三
、

『
羽
川
六
郎
』
は
、

を
過
ご
し
た
彼
が
、

を
用
い
た
目
覚
し
い

一
種
の
立
身
出
世
譚

き
る
。
こ
の
場
合
、

飛
行
と

た
地
図
と
し
て
出
現

そ
の
俯
瞰
の
ま
な
ざ

な
く
、
知
略
に
た
け

研
究
の
結
果
発
明
し

が
、
戦
争
の
〈
未
来

見
逃
し
て
は
い
け
な

い
。
小
説
に
お
い
て
、
発
明
が
立
身
出

か
。
六
郎
が
飛
行
機
発
明
に
従
事
す
る

ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
北
清

し
た
る
飛
行
機
を
造
り
、
之
を
以
て

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、〈
未
来

の
日

日
本
を
勝
利
に
導
く
こ
と
に
な
る
と
い

り
で
あ
る
。
羽
川
六
郎
と
い
う
青
年
は

戦
争
と
発
明
と
〈
未
来

と

六
郎
に
焦
点
化
し
て
読
む
な
ら
ば
、

宿
願
で
あ
っ
た
飛
行
機
発
明
を
成
し
遂

戦
功
に
よ
っ
て
「
御
親
電
」
を
受
け
る

、
あ
る
い
は
成
功
譚
と
い
う
側
面
が
あ

立
身
出
世
の
鍵
と
な
る
の
が
、
飛
行
機

〈
未
来

の
日
露
戦
争

さ
せ
る
語
り
を
も
可
能
に
し
た
の
だ
と

し
に
基
く
欲
望
は
、
英
雄
の
神
が
か
り

た
指
揮
官
の
戦
略
で
も
な
く
、
不
遇
の

た
機
械
が
可
能
に
す
る
。
機
械
の
発
明

を
語
る
際
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た

い
だ
ろ
う
。

世
を
保
証
す
る
の

動
機
は
、
当
初
は

事
件
」
従
軍
を
境

通
信
に
用
ひ
ん
と
」

露
戦
争
で
、
た
っ

う
こ
と
は
、
こ
れ

、
発
明
に
よ
っ
て

非
常
の

局
面
錯

ら
れ
、

ば
未
来

ら
一
先

「
日
露
戦
争

搭
乗
し
て
戦

不
遇
な
少
年
時
代

げ
、
そ
の
発
明
品

程
の
名
声
を
得
る
、

る
こ
と
を
指
摘
で

の
発
明
で
あ
る
こ

れ
た
の
が
、

阪
朝
日
新
聞

る
か
ら
、
あ

た
だ
、
こ
の

め
、
最
も
発

七
年
二
月
一

れ
て
い
る
。

い
え
る
。
そ
し
て
、

的
な
勇
猛
さ
で
は

一
青
年
が
独
自
の

と
い
う
モ
チ
ー
フ

と
い
う
こ
と
も
、

国
家
間
の
戦

川
六
郎
』
は

小
説
な
の
で

と
こ
ろ
が

し
て
そ
の
在

「
未
来
記
」
群

采
を
も
つ
て
読
者
の
歓
迎
を
受
け
た

綜
今
や
佳
境
に
入
ら
ん
と
す
る
に
際
し

然
も
そ
の
戦
況
は
小
説
よ
り
も
壮
大
猛

記
小
説
を
掲
載
す
る
必
要
な
し
と
認
め

づ
掲
載
を
中
止
す
る
事
と
な
し
ぬ
、
愛

」
で
は
こ
の
直
前
ま
で
、
主
人
公
が

場
上
空
を
航
行
し
、
一
人
の
娘
を
め
ぐ

萩
園
（
渡
辺
霞
亭
）
の
「
日
露
戦
争
」

」
へ
連
載
し
て
い
る
最
中
に
戦
争
が
勃

る
意
味
で
は
こ
れ
ほ
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な

「
日
露
戦
争
」
は
開
戦
直
後
に
連
載
が

表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
「
未
来

三
日
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
は
、
次 三

争
に
参
入
し
、
発
明
に
よ
っ
て
人
生
の

、
戦
争
・
発
明
・〈
未
来

と
い
う
要

あ
る
。

、
小
説
に
お
け
る
戦
争
・
発
明
・〈
未

り
方
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る

の
中
で
、
お
そ
ら
く
最
も
現
実
の
開

る
小
説
『
日
露
戦
争
』
は
、

、
愈
実
際
の
戦
争
開
始
せ

烈
の
状
を
呈
し
来
り
た
れ

た
る
に
付
き
、
遺
憾
な
が

読
諸
君
幸
に
諒
と
せ
よ

自
ら
発
明
し
た
飛
行
船
に

っ
て
「
露
探
」
集
団
と
対

で
あ
ろ
う
。
何
し
ろ
「
大

発
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

際
物
は
な
い
と
い
え
る
。

中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た

記
」
で
も
あ
る
。
明
治
三

の
よ
う
な
文
章
が
掲
載
さ

八
二成

功
を
手
に
す
る
。『
羽

素
が
緊
密
に
絡
み
合
っ
た

来

の
関
係
は
、
瞬
時
に

。
先
に
あ
げ
た
日
露
戦
争

戦
に
近
い
時
期
に
発
表
さ



「
日
露
戦

を
読
者
に
紹
介

と
あ
る
。「
未
来
記
」

す
る
「
実
記
」
に
ス

〈
い
ま
、
そ
こ

で
起

提
示
す
る
か
と
い
う

と
さ
れ
る
こ
と
に
な

ら
四
日
後
、
同
じ
「

戦
画
報
（
一
）」
と
い

入
れ
替
わ
り
で
登
場

海
戦
第
一
記
」
の
冒

の
末
尾
に
は
、

此
第
一
幕
の
如

を
掲
載
す
る
必
要
な

来

は
あ
っ
け
な
く

「
実
際
の
戦
争
」
の

て
い
る
。
そ
し
て
、

づ
け
が
な
さ
れ
る
。

を
も
つ
こ
と
に
な
っ

関
係
が
変
化
し
た
後

決
す
る
と
い
う
ス
ト

争
と
近
代
の
記
憶
」

し
得
る
は
予
の
畢
生
の
幸
福
と
す
る
所

を
排
し
、
新
た
に
実
戦
の
あ
り
さ
ま

ペ
ー
ス
を
与
え
る
「
大
阪
朝
日
新
聞
」

き
て
い
る
出
来
事
を
、
い
か
に
し
て

こ
と
が
重
要
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

る
の
か
。「
日
露
戦
争
」
連
載
中
止
が

大
阪
朝
日
新
聞
」
に
は
「
日
露
海
戦

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

す
る
の
が
、
戦
争
の
「
実
記
」
類
な

頭
に
は
、
序
文
と
み
ら
れ
る
文
章
が
付

何
に
華
や
か
に
又
如
何
に
勇
ま
し
く
開

し
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
飛
行
船
と
共

消
し
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
壮
大
猛
烈
な
戦
況
」
が
「
未
来
記
小

「
未
来
記
小
説
」
に
は
突
然
「
必
要
な

こ
こ
に
お
い
て
、
遂
に
〈
現
実

が

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、〈
現
実

、「
未
来
記
」
に
代
っ
て
ど
の
よ
う
な

ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
か

な
り

を
「
読
者
に
紹
介
」

の
姿
勢
か
ら
は
、

〈
現
実

と
し
て

。
そ
れ
は
、
裏
を

い
う
こ
と
が

記
」
批
判
は

に
し
て
、「
実

有
す
る
こ
と

戦
争
を
描
く

告
知
さ
れ
た
日
か

第
一
記
」「
仁
川
海

り
、「
未
来
記
」
と

の
で
あ
る
。「
日
露

さ
れ
て
お
り
、
そ

演
せ
ら
れ
た
る
か

そ
の
作
者
に

漠
た
る

夫
特
別

極
め
得

力
あ
り

と
い
う
疑
義

向
け
ら
れ
た

に
語
ら
れ
た
〈
未

右
の
告
知
文
で
は
、

説
」
と
対
置
さ
れ

し
」
と
い
う
位
置

〈
未
来

よ
り
も
力

と
〈
未
来

の
力

も
の
が
「
必
要
」

し
た
こ
と
に

れ
ぞ
れ
の
戦

織
り
込
ん
だ

さ
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。

こ
こ
で
思

期
に
坪
内
逍

し
、「
未
来
記
小
説

返
せ
ば
、
読

三

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目

、「
壮
大
猛
烈
の
状
を
呈
し
」
つ
つ
あ

記
」
を
重
要
視
し
て
い
く
新
聞
の
編

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
「
観
察
」
重

小
説
は
、
軍
事
小
説
と
し
て
〈
現
実

対
し
て
、

一
般
の
社
会
の
前
途
は
或
は
学
理
を
も

な
る
社
会
の
前
途
は
殊
に
霊
妙
な
る
人

ざ
る
所
な
り
知
ら
ず
我
国
の
未
来
記
作

て
是
等
の
妙
智
識
を
得
た
り
け
る
ぞ

を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
直
接
的

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
同
じ
文
章
中

も
な
る
。
過
去
の
日
露
関
係
を
踏
ま
え

艦
の
保
有
数
を
あ
げ
て
両
国
海
軍
の
戦

『
羽
川
六
郎
』
だ
が
、
も
し
も
「
日
露

ら
、
同
様
に
「
必
要
な
し
」
と
い
う
烙

い
出
さ
れ
る
の
が
、
国
会
開
設
前
の
二

遙
が
行
っ
た
「
未
来
記
」
批
判
で
あ
る

者
の
求
め
る
も
の
が
、
そ
の
よ
う
な

八
三

す
れ
ば
、
逍
遙
の
「
未
来

る
〈
現
実

の
戦
争
を
前

集
方
針
と
重
な
る
部
分
を

視
の

囲
気
の
中
で
も
、

の
日
露
戦
争
下
を
生
き
続

て
推
知
す
る
を
得
べ
し
只

情
の
進
化
は
哲
学
も
未
だ

者
は
何
等
の
神
秘
な
る
能

に
は
戦
争
「
未
来
記
」
に

で
は
「
直
接
の
観
察
」
と

、
さ
ら
に
末
尾
に
日
露
そ

力
比
較
を
試
み
る
表
ま
で

戦
争
」
と
同
時
期
に
刊
行

印
を
押
さ
れ
て
い
た
こ
と

三
年
「
未
来
記
」
の
流
行

。
逍
遙
は
「
未
来
記
」
と

〈
現
実

の
提
示
へ
と
変
化



露
国
及
列
強
の

に
し
て
小
説
に

横
な
る
文
藻
を

て
、
我
国
民
諸

見
方
を
変
え
れ
ば

が
〈
未
来

の
戦
争

す
る
」
戦
前
と
い
う

前
章
で
確
認
し
た
よ

望
を
満
た
し
て
い
る

来

の
戦
勝
を
用
意

掲
載
さ
れ
た
『
羽
川

で
あ
る
。

日
露
の
関
係
は

将
に
爆
発
せ
ん

飛
行
と

け
る
こ
と
に
な
る
。

担
っ
て
い
な
い
。
そ

お
い
て
、〈
現
実

に

し
て
読
ま
れ
る
こ
と

記
」
の
在
り
方
は
、

「
未
来
記
」
が
何
ら
力情

勢
は
如
何
。
抑
勝
敗
の
結
は
果
し
て

あ
ら
ず
。
実
伝
に
し
て
実
伝
に
あ
ら
ず

確
実
な
る
事
実
に
寓
し
平
易
に
明
暢
に

君
の
一
粲
を
博
せ
ん
と
す
る
も
の
也

、『
羽
川
六
郎
』
に
代
表
さ
れ
る
日
露

を
語
る
こ
と
で
、
読
者
自
身
が
「
砲
火

場
に
い
る
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
に
も

う
に
、『
羽
川
六
郎
』
は
〈
未
来

の

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
刊
行
前
に
「
東

六
郎
』
の
広
告
に
付
さ
れ
た
文
章
は
、

我
神
州
未
曾
有
の
国
難
な
り
。
今
は
実

と
す
る
の
瞬
間
に
在
り
。
海
戦
は
如
何

〈
未
来

の
日
露
戦
争

し
か
し
こ
れ
ら
軍
事
小
説
は
、〈
未
来

れ
ら
は
、
戦
前
と
い
う
想
像
さ
れ
た
場

推
移
す
る
戦
争
を
語
る
種
々
の
「
実

に
な
る
の
だ
。〈
現
実

に
遭
遇
し
た

以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

を
持
た
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
の

如
何
此
書
は
小
説

。
東
海
散
士
が
縦

此
問
題
を
解
決
し

戦
争
「
未
来
記
」

将
に
爆
発
せ
ん
と

な
る
だ
ろ
う
。
日

欲
望
は
戦
争

以
上
、
東

が
果
た
す
機

く
こ
と
で
、

ま
た
、
発
明

戦
果
に
対
す
る
欲

て
、
何
よ
り
、〈
未

京
朝
日
新
聞
」
に

次
の
よ
う
な
も
の

に
憂
然
一
声
砲
火

、
陸
戦
は
如
何
、

が
戦
争
と
共

〈
未
来

が
訪

化
が
想
像
さ

六
郎
』
は
そ

る
。
発
明
に

「
観
察
」
が
重

〈
現
実

が
代

を
語
る
役
割
を

を
埋
め
た
戦
時
に

記
」
を
参
照
枠
と

日
露
戦
争
「
未
来

こ
の
こ
と
か
ら
、

は
早
計
で
あ
る
。

露
戦
争
「
未

の
〈
未
来

持
っ
て
い
た

そ
の
よ
う

モ
チ
ー
フ
は

ど
ま
ら
な
い

「
実
記
」
に
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
る

お
わ
り
に

海
散
士
の
『
羽
川
六
郎
』
を
中
心
に
、

能
を
考
察
し
、
日
露
戦
争
「
未
来
記
」

戦
前
と
い
う
読
者
の
位
置
を
出
現
さ
せ

の
モ
チ
ー
フ
は
戦
争
を
劇
的
な
〈
未
来

に
語
ら
れ
る
な
ら
ば
、
戦
争
と
い
う

れ
る
と
い
う
物
語
が
成
立
す
る
。
そ

れ
る
地
点
と
し
て
、
読
者
の
内
面
に
出

の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
「
未
来
記
」
の

よ
る
劇
的
な
〈
未
来

の
想
像
は
、

要
視
さ
れ
て
力
を
失
う
が
、
そ
れ
は

わ
っ
て
作
動
し
始
め
る
こ
と
を
意
味 三

来
記
」
は
諸
々
の
言
説
と
関
係
を
結
ぶ

の
戦
争
が
想
像
可
能
な
、
戦
前
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

な
戦
争
「
未
来
記
」
の
機
能
を
考
慮
す

、
単
に
登
場
人
物
の
立
身
出
世
の
条
件

。
発
明
は
、
劇
的
な
〈
未
来

を
も
た

。日
露
戦
争
「
未
来
記
」
群

が
〈
未
来

の
戦
争
を
描

る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

を
用
意
す
る
も
の
と
し

劇
的
な
状
況
下
で
劇
的
な

の
時
戦
前
は
、
劇
的
な
変

現
す
る
だ
ろ
う
。『
羽
川

代
表
的
な
も
の
だ
と
い
え

開
戦
に
至
っ
て
逍
遙
流
の

同
時
に
戦
争
の
強
固
な

す
る
。
そ
し
て
、
読
者
の

八
四

こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
と

地
点
を
出
現
さ
せ
る
力
を

る
な
ら
ば
、
発
明
と
い
う

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と

ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ



「
日
露
戦

開
戦
の
十
年
後
に
〈

れ
て
い
る
。

東
海
散
士
は
、
的

う
。
ま
た
、
仮
に
そ

郎
』
の
重
要
な
機
能

九
一
四
年
一
〇
月
一

書
は
、
既
に
〈
現
実

す
る
際
の
可
能
性
を

飛
行
機
偵
察
」「
爆
弾

し
て
何
よ
り
、
こ
の

像
し
得
な
か
っ
た
飛

広
げ
ら
れ
る
こ
と
に

六
郎
の
手
に
よ
る
飛

空
中
か
ら
の
ま
な
ざ

す
る
も
の
で
あ
っ
た

日
本
で
初
め
て
飛

年
後
の
一
九
一
〇
年

て
よ
う
や
く
〈
現
実

の
十
年
後
に
は
、
山

て
描
く
こ
と
を
可
能

争
と
近
代
の
記
憶
」

現
実

化
し
た
空
中
か
ら
の
攻
撃
の
衝

確
に
空
中
戦
時
代
を
予
測
し
て
い
た
わ

う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、〈
現
実

の

で
は
な
い
。
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

八
日
／
金
尾
文
淵
堂
）
と
い
う
書
物
が

の
も
の
と
な
っ
て
い
た
飛
行
機
を
、

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
目
次
に
は

投
下
の
効
果
」
と
い
っ
た
見
出
し
が

年
、
飛
行
機
に
よ
る
爆
撃
・
偵
察
、
さ

行
機
同
士
の
空
中
戦
ま
で
が
、
ヨ
ー
ロ

な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、『
現
代
空

行
機
は
、
空
爆
な
ど
に
よ
る
劇
的
な

し
に
対
す
る
地
上
と
い
う
新
た
な
世
界

。行
機
が
空
を
飛
ん
だ
の
は
、『
羽
川
六

一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
六
郎
の
発
明

に
そ
の
座
を
譲
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

中
峰
太
郎
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
『

に
す
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う

撃
を
背
景
に
書
か

け
で
は
な
い
だ
ろ

予
測
が
『
羽
川
六

空
中
戦
が
繰
り
広

昭
和
四
一

ラ
イ
ト

一
九
〇
三

例
え
ば

七
月
二
八

飛
行
船

著
さ
れ
る
。
こ
の

兵
器
と
し
て
使
用

、「
戦
場
に
於
け
る

並
ん
で
い
る
。
そ

ら
に
は
六
郎
も
想

ッ
パ
の
空
で
繰
り

中
戦
』
も
、
日
露

誌
メ
デ
ィ

学
研
究
会

ど
の
日
露

し
て
い
る

「
露
探

本
稿
で
言

れ
た
軍
人

芸
界
」
第

う
べ
き
小

こ
の
あ

〈
未
来

の
戦
果
と
、

像
を
想
像
可
能
に

郎
』
刊
行
か
ら
七

は
、
七
年
を
か
け

そ
し
て
日
露
開
戦

現
代
空
中
戦
』（
一

し
い
戦
前
が

こ
と
で
あ
ろ

明
品
の
意
味

注

日
露
戦

あ
る
い
は

な
発
明
の
中
で
も
、

げ
ら
れ
て
い

三

年
八
月
二
五
日
）
な
ど
に
詳
し
い
。

兄
弟
が
フ
ラ
イ
ヤ
ー
号
で
動
力
機
に
よ
る
人

（
明
治
三
六
）
年
一
二
月
一
七
日
の
こ
と
で

、
ジ
ユ
ー
ル
ス
ベ
ル
ネ
著
、
井
上
勤
訳
『

日
／
博
聞
社
）
な
ど
。

自
体
は
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
前
後
に

ア
に
み
る
〈
文
学
』
／
平
成
一
二
年
六
月

）
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
杉
山
は
『

戦
争
「
未
来
記
」
の
問
題
を
、
博
文
館
の
出

。」
は
日
露
戦
争
前
や
戦
中
に
小
説
に
好
ん
で

及
す
る
江
見
水
蔭
『
空
中
飛
行
器
』
で
は

が
登
場
す
る
。
ま
た
日
露
開
戦
後
に
も
、
山

三
巻
第
七
号
／
明
治
三
七
年
六
月
一
日
）
な

説
が
登
場
し
て
い
る
。

た
り
の
い
き
さ
つ
は
、
古
屋
哲
夫
『
日
露

見
出
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
欲
望
が
生
ま

う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
視
座
に
立
つ
時

が
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

争
「
未
来
記
」
に
関
し
て
は
既
に
、
杉
山
欣

博
文
館
の
夢
見
た
未
来
」（
筑
波
大
学
近
代

た
そ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
に

八
五 類

初
飛
行
に
成
功
す
る
の
は
、

あ
る
。

月
世
界
一
周
』（
明
治
一
六
年

世
界
各
地
で
相
次
い
で
試
作

三
〇
日
／
筑
波
大
学
近
代
文

東
洋
之

大
波
乱
日
露
戦
争
未
来
記
』
な

版
戦
略
と
結
び
つ
け
て
考
察

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば

、「
露
探
」
の
嫌
疑
を
か
け
ら

岸
荷
葉
「
露
探
芸
者
」（「
文

ど
の
「
露
探
」
物
と
で
も
い

戦
争
』（
中
公
新
書
一
一
〇
／

れ
つ
つ
あ
っ
た
か
と
い
う

、
羽
川
六
郎
の
空
飛
ぶ
発

。也
「
夢
み
ら
れ
た
日
露
戦
争
、

文
学
研
究
会
編
『
明
治
期
雑

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
新



の
出
島
』（
明
治
三

〇
冊
）
な
ど
が
あ

「
大
阪
朝
日
新

も
ち
ろ
ん
、
博

四
年
二
月
二
〇
日

月
八
日
に
第
一
巻

る
と
理
解
で
き
る

こ
の
表
に
は
日

艦
」「
駆
逐
艦
」「

日
露
戦
争
で
は

ぎ
止
め
る
係
留
気

巻
（
明
治
三
八
年

球
の
写
真
（「
周
家

小
説
と
添
付
さ

体
｜
田
山
花
袋
作

／
平
成
一
〇
年
六

い
る
。

発
明
に
よ
っ
て

飛
行
と

品
が
製
造
さ
れ
て

こ
の
時
点
で
長
時

で
の
成
功
例
も
こ

主
人
公
春
野
鶴

洋
の
古
新
聞
」
に

の
後
「
飛
行
器
」

行
の
成
功
が
語
ら

よ
り
大
秘
密
で
あ

〇
年
五
月
六
日

明
治
三
五
年
一
〇
月
四

る
。

聞
」（
明
治
三
七
年
二
月
一
七
日
）

文
館
が
開
戦
後
程
な
く
創
刊
し
た
「
日
露

に
第
一
編
発
行
）
や
「
日
露
戦
争
写
真
画

発
行
）
な
ど
の
諸
雑
誌
も
こ
う
い
っ
た
流
れ

。露
両
国
の
「
戦
艦
」「
装
甲
巡
洋
艦
」「
巡

装
甲
海
防
艦
」「
水
雷
艇
」
に
つ
い
て
保
有

気
球
で
の
偵
察
が
行
わ
れ
た
が
、
使
用
さ
れ

球
で
あ
っ
た
。
大
本
営
写
真
班
撮
影
『
日
露

三
月
一
〇
日
／
小
川
一
真
出
版
部
）
に
は
、

屯
附
近
ニ
於
ケ
ル
我
軽
気
球
ノ
昇
騰
」）
が

れ
た
地
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
勝
又
正

『
田
舎
教
師
』
を
読
む
｜
」（「
社
会
学
評
論

月
三
一
日
）
で
、
同
時
代
の
地
理
教
育
な
ど

成
功
す
る
人
物
が
登
場
す
る
小
説
に
は
、
ほ

〈
未
来

の
日
露
戦
争

い
る
の
で
、
厳
密
に
は
〈
未
来

の
乗
り
物

間
の
安
定
飛
行
が
可
能
な
も
の
は
な
か
っ
た

の
時
点
で
は
な
い
。

夫
と
そ
の
弟
雪
人
が
、
前
編
で
、
発
明
の
ヒ

掲
載
さ
れ
た
「
鳥
形
の
空
中
飛
行
器
」
に
言

の
外
観
に
つ
い
て
の
描
写
は
全
く
な
さ
れ
な

れ
る
が
、
結
局
、「
製
造
の
方
法
、
機
械
の

つ
て
、
人
に
示
す
べ
き
限
り
で
は
あ
ら
ぬ
」

日
／
春
陽
堂
／
全
一

戦
争
実
記
」（
一
九
〇

報
」（
明
治
三
七
年
四

に
沿
っ
た
も
の
で
あ

洋
艦
」「
海
防
艦
及
砲

数
や
排
水
量
、
速
力

た
の
は
ロ
ー
プ
で

戦
役
写
真
帖
』
第
七

日
本
軍
が
用
い
た
気

収
め
ら
れ
て
い
る
。

直
が
「
地
図
上
の
主

」
第
四
九
巻
第
一
号

の
状
況
か
ら
論
じ
て

か
に
村
井
弦
斎
『
日

公
論
社
）

で
｜
』（

を
参
照
し

当
然
、

池
享
吉

米
戦
争

〔
付
記
〕文

章
の

は
原
則
と

で
は
な
い
。
し
か
し
、

。
も
ち
ろ
ん
、
日
本

ン
ト
と
な
っ
た
「
西

及
し
て
い
る
が
、
そ

い
。
後
編
末
尾
で
飛

組
立
の
如
き
は
、
素

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

等
が
示
さ

逍
遙
遊

六
月
一
四

例
え
ば

な
ど
多
数

『
日
露

戦
争
羽

国
内
外

か
ら

や
、
鈴
木
真
二
『
飛
行
機
物
語
｜
羽
ば
た
き

中
公
新
書
一
六
九
四
／
平
成
一
五
年
四
月
二

た
。

日
露
戦
争
後
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
登
場

訳
『
日
米
戦
争
』（
明
治
四
四
年
一
〇
月
二

「
未
来
記
」
群
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
必
要

引
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ル
ビ
・
傍
線
等
を

し
て
新
漢
字
に
改
め
た
。

三

れ
て
い
る
。

人
「
未
来
記
に
類
す
る
小
説
（
第
一
）」（

日
）

、
江
見
水
蔭
『
軍
事

小
説
武
装
の
巻
』（
明
治
三
七

。川
六
郎
』
広
告
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
／
一

の
航
空
史
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
茂
太
『
飛
行

ま
で
｜
』（
中
公
新
書
三
〇
一
／
昭
和
四

機
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
ま

五
日
／
中
央
公
論
社
）
な
ど

す
る
、
ホ
ー
マ
ー
・
リ
ー
著

八
日
／
博
文
館
）
な
ど
の
日

が
あ
る
。

省
略
し
た
。
ま
た
、
旧
漢
字

八
六

「
読
売
新
聞
」
／
明
治
二
〇
年

年
五
月
一
一
日
／
博
文
館
）

九
〇
三
年
一
一
月
七
日
）

機
と
と
も
に
｜
羽
ば
た
き
機

七
年
一
〇
月
二
五
日
／
中
央


